
2016年 光本研究室総合薬学研究発表会
プログラム

１．MPTPパーキンソン病マウスモデルにおけるレボカルニチン
の線条体ドパミン神経保護効果に関する研究

神田 尚香
２．レモン精油の抗ストレス効果に関する行動薬理学的究

親川 夏苗
３．MPTPパーキンソン病マウスモデルの線条体ドパミン神経変
性に対する脳エネルギー源の効果に関する研究

亘 真歩
４．ラフマ抽出物のマウス情動行動に及ぼす影響に関する行
動薬理学的研究

佐田 優衣
５．ストレス誘発パーキンソン病マウスモデルの線条体ドパミン
神経変性に対するレモン精油の影響に関する研究

村上 凌香
６．イソフラボンアグリコンのマウス情動行動に及ぼす影響に
関する行動薬理学的研究

荒田 泉
７．季節性感情障害モデルとしての短日条件飼育マウスの行
動薬理学的研究

廣田 圭都
８．社会的敗北ストレス負荷マウスの情動行動に関する行動薬
理学的研究

中屋 彩

HU

座長：室山明子

6月9日（木）10：40～12：00 101PN講義室


